
り多V4りiZ)ラノJ1ら葛秀J 
4月29日、芦野公園こどもラン
ドで変り種自転車を楽しむ姉弟。 



つり護 
蹴刈 

風第29回西北五中学校選抜卓球大会 
4月29日 
農業者トレーニングセンター 

★男子団体第3位 金木中学校 

新
 

、
”
今
年は
天
候
に
宙
心ま
発
公
園
一
 
し
い
祭
り
に
し
た
い
ー
と
あ
い
 

‘
内
の
桜
二
）
」
咽
二
．

百
本
が
三
十
日
 

さ
つ
し
、
来
』
責
に
よる
テ
ー
‘フ

に
満
開
と
な
り
、
期
間
中
に
は
 

カ
ッ
ト
で
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。
 

昨
年
を
上
回
る
二
十

一
万
六
千
 
タ

方
か
ら
風
が
止
ん
だ
二
日

人

（
昨
年十
四
万
人
）
の
花
見
 

の
花
火
大
会
で
は
、
夜
空
に
四

客
が
県
内
外
か
ら
訪
れ
ま
し
た
。
 

千
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
 

訪
れ
た
観
客
が
大
き
な
歓
声
と

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

好
天
が
続
き
葉
桜
が
目
立
っ

た
後
半
の
連
休
に
は
、
湖
上
ス

テ
ー
ジ
で
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
に
大
勢
の
人
が
集

ま
り
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
 

公
園
内
で
は
い
く
つ
も
の
酒
宴

の
輪
が
広
が
り
ま
つ
り
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。
 

、
‘
金
木
桜
ま含
り
が
四
月
 
好
天
に
恵
ま
れ

た
二
十
七
日

ゼ
日
・
か
ら五
「
周
五
目ま
で
 
（
 

の
開
会
式
で
鳴
海
町
長
は

「今

日
間
い
県
立
芦
野
公
園
で
 

・「
 
年
は

多
ぐ
の
人
出
が
予
想
さ
れ

さ
れ
ま
し
た
＠
『
 
、
 
、

J
‘農
奪？
。、
事故
や
犯
罪
の
な
い
楽
 

舞誠Itr rrII  I 響 iW-J7 IJ)L')c429H 

、て八 	 1 ~金中ソフトボール場 
’巌： 	 ★優勝 金木中学校 

’警3 2 I 競群曹兼 
4月29日 運動公園野球場他 

」
 

7
?
 

％熱
）
‘
。
ン
 

、
、
，
、
篭

‘
 

★優勝 金木小学校 

圏第7回中学校野球大会兼 
第19回全日本少年野球大会

北郡予選 
5月3ョ 運動公園野球場 

★優勝 金木中学校 

(
 

広穂か鷹ぎ g鱗蛎月母外  



圏第26回芦野陸上競技選手権大会 
5月4日 金中陸上競技場 

★小学男子1500m第3位 

今 

★小学5女lOOm第1位 
古川亜沙美（喜良市小） 

★小学男 lOOm第2位 
今 優輔（喜良市小） 

★小学男lOOm第3位 
長内 大生（喜良市小） 

★中学女4x100第2位 
金木南中学校 

★中学男走高跳第3位 
大佐賀 翼（金木中） 

★中学男走幅跳第3位 
野宮 龍樹（金木中） 

圏第23回西北五小中学校相撲大会 
4月29日 町営相撲場 

★小学校団体第3位 金木小学校 

★個人小学5年の部第2位 
白川 康靖（金木小） 

★中学校団体第1位 金木中学校 

★個人中学 1年の部第2位 
野上 怜（金木中） 

★個人中学2年の部第2位 
津島 祐希（金木中） 

へ 

幽平成15年度県下銃剣道大会 5月5日 招魂堂前 

★―般の部第3位 三上 雅秀 ★一般の部（短剣道）優勝 三上 雅秀 

八 

テープカットで桜まつり~開幕 

鷲』I
篇ぞ藤携ち園内 「ご

議 

湖上ステージでのイベソト 

遺 
、 

'r  
1奪 ， 

簾詳 

プ 

算f0回糸下登山ぱやi金末大会 

h。灘 
，遇I」！螺旦霜 

~

広助倉穿 z5年5月骨 



1998年 4 月17日に太宰治記念館としてオープンした 

「斜陽館」の入館者が 4 月29日、50万人を突破し館内

で記念セレモニーが行われました。 

記念すべき50万人目の入館者となったのは、新潟県

小千谷市で和菓子店を経営している池ハツイさん。友

人 4 人で県内桜名所を巡るツアーで斜陽館を訪れ記念

入館者となりました。 

鳴海町長から斜陽館の写真パネルと花東を贈られた

池さんは「夢のようです。桜を見に来た記念にと斜陽

館を訪れました。驚いています」と話していました。 この後、木下教育長の案内で

館内を見学しました。 

広癒か倉穿 7鋒5周骨叫  

盲導犬アイアンと出番を待つ‘出場最年少 4 

広島県の小畑正弘さん 	、土屋亜実ちゃ 

仁太坊賞を受賞した黒深博

幸さんは「師匠と生徒さん 
~、 たちに心からお礼を言いた

い。これを励みにかんばり
ます」と話していました。 

中
翼
回
 

昌
 

全
 

日

本
 

第
十
五
回
津
軽
三
味
線
全
日
本
金
木
犬
会

が
五
月
四
・
五
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

開
催
日
を

一
日
延
長
し
て
行
わ
れ
た
今
大

会
に
は
、
カ
ザ
フ
自
治
州
出
身
の
ア
イ
テ
ィ

・

ム
ラ
テ
ィ
さ
ん
ら
全
国
各
地
か
ら
個
人
五
部

悶
百
四
ー
九
入
、
団
体
三
部
門
十
三
組
百
九

人
が
参
加
。
一
各
部
門
ご
と
に
別
れ
て
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
 

二
大
会
に
は
二
日
間
の
べ
約
千
八
百
人
の
観
 

客
が
訪
れ
、
大
ホ
ー
ル
全
体
に
響
き
わ
た
る

津
軽
三
味
線
の
力
強
く
か
つ
繊
細
な
演
奏
と

息
の
合
っ
た
合
奏
に
拍
手
と
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
 

審
査
に
つ
い
て
大
篠
和
雄
審
査
委
員
長
が
 

「
教
育と
娯
楽
を
基
点
に
審
査
し
ま
し
た
」
 

I
と
述
べ
、
こ
の
結
果
、
個
人

一
般
の
部
A
級

一か
ら
選
ぼ
れ
る
最
高
位
の
仁
太
坊
賞
は
、
岩

手
県
滝
沢
村
の
黒
深
博
幸
さ
ん
が
昨
年
に
続
 

き
輝
き
ま
し
た
。
 

一
「
 

四
日
の
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
セ
レ

モ
ニ
ー
 
「津
軽
三
味
線
史
跡
巡
り
」
 
に
は大
会
出

場
者
ら
八
十
八
人
が
参
加
。
 

参
加
者
は
仁
太
坊
が
編

み
出
し
た
津
軽
三
味
線
が

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
弾

か
れ
、
肉
付
け
さ
れ
た
か

を
知
る
た
め
に
、
川
倉
奏

の
河
原
、
嘉
瀬
観
音
、
神

原
の
仁
太
坊
の
碑
を
訪
れ

参
拝
し
献
花
し
ま
し
た
。
 

る 



五
月
三
日
、
金
木
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
で
金
木
北
部
消

防
団
連
絡
協
議
会
（
会
長
廿
櫛

引
幸
雄
）
主
催
に
よ
る
定
期
連

合
観
閲
式
が
、
金
木
町
、
中
里

町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
の
各
消

防
団
員
七
百
三
十
六
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
殉
職

消
防
職
員
、
団
員
に
対
し
て
参

列
者
一
同
が
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
 

つ
づ
い
て
各
分
団
の
姿
勢
服
装

と
機
械
器
具
の
点
検
及
び
放
水

演
習
、
嘉
瀬
婦
人
消
防
協
力
隊

に
よ
る
消
火
訓
練
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
各
分
団
員
全
員
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
来

賓
や
家
族
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

平成15年度 
定期連合観閲式 

こ
の
観
閲
式
で
行
わ
れ
た
各

表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

（
金
木町
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
分
団
長
 
山
口
 

善
三
 

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

分
団

長
 
泉
谷
 
雅
彦

副
分
団
長
 
三
浮
 

耕
蔵

副
分
団
長
 
白

川
 
強

副
分
団
長
 
松

川
 
兼
良

班
 

長
 
桜

庭
 
昭
夫

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
 

副
団

長
 
巾

村
 
健
男

▽
精
績
章
 

副
団

長
 
成
田
 

勉

▽
勤
続
章
 

分
団

長
 
加

藤
 

勇

副
分
団
長
 

葛
西
 
博
美

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
優
良
消
防
分
団
 

金
木
町
消
防
団
第
3
分
団
 

▽
優
良
消
防
分
団

（
現場
功
労
）
 

金
木
町
消
防
団
第
2
分
団

▽
功
労
章
 

分
団

長
 
加

藤
 

勇

副
分
団
長
 
葛
西
 

博
美

▽
現
場
功
労
章
 

部
 

長
 
米

谷
 
慶
明

▽
ニ
＋
五
年
勤
続
章

分
団

長
 
泉

谷

副
分
団
長
 

三
浮

副
分
団
長
 
白

川

副
分
団
長
 
松

川

班
 
長
 
桜

庭

▽
ニ
十
年
勤
続
章
 

副
分
団
長
 
山
中
 
満

部
 

長
 
小
山
内

正
一

部
 

長
 
鳴
海
 

公
徳

班
 

長
 
工

藤
 
文
裕

団
 

員
 
桑

田
 
哲
明

▽
十
五
年
勤
続
章
 

部
 

長
 
吉
田
陽

一
郎

部
 

長
 
新
岡
 

幸
浩

部
 

長
 

原
田
 
繁
福

部
 
長
 

鳴
海
 
恭
治

部
 
長
 
成

田
 
憲
昭

班
 

長
 
竹
内
 

義
継

班
 
長
 
桑

田
 
直
喜
 

団
 

員
 

団
 

員
 

団
 

員
 

団
 

」貝
 
 

▽
＋
年
勤
続
章
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
 

北
五
支
部
長
表
彰
 

副
分
団
長
 
沢

田
 
孝
夫

部
 

長
 
原

田
 
繁
福

班
 
長
 
工

藤
 
誠

班
 
長
 
白

取
 
勝
美

団
 

員
 
桑

田
 
哲
明

◆
西
北
五
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

副
分
団
長
 
沢

田
 
誠
一

団
 

員
 
泉
谷
 
知
明

団
 

員
 
成

田
 
昌
利

◆
金
木
北
部
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

員
 
中

野
 
俊
美

員
 
中

谷
 
敬
三

員
 
外

崎
 
哲
彦
 

『貝
 

『貝
 

昌
（
 

	ノ 

A 』‘夢 

昭兼 耕雅 
夫良強裁彦 

木花山外
立田中崎 

二享信宏
夫ー弘治 

団団団団団団団団団班 

員員員員員員員員員長 

松成今須鳴平竹津福今 
橋田 

清 
昌比 新 善和君 

実利古睦伯也将行人弘 

団団団団団団 

大成斉
橋田藤 

一弘 
則継準 

母
 

)
 

z
 

一
 

届
て
 

、
 



川
口
隆
議
員
 

「金
木
川
の
柳
等
の
除
去
状
況
、
新

金
木
川
工
事
の
見
通
し
と
対
応
雨
量
を

聞
き
た
い
。」
「過
去
一
一
可年
の
農
産
物

の
売
上
が
知
り
た
い
。
農
産
物
の
加
工

と
特
産
物
づ
く
り
へ
の
対
応
は
ど
う
が

っ
て
い
る
の
か
。」
「
観光
客
の
人
数
と
、
 

こ
れ
に
伴
う
売
上
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。宿
泊
施
設
の
考
え
を
知
り
た
い
。」
 

「交
付
税
減
額
に
伴
う
不
況
対
策
の
考
え

を
聞
き
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「
金木
川
の
柳
等
の
除
去
に
つ
い
て

は
、
関
係
各
位
の
陳
情
に
よ
り
川
端
地

区
を
中
心
に
柳
と
土
砂
の
除
去
を
行
い

低
い
と
こ
ろ
に
は
土
嚢
を
積
ん
で
対
処

し
た
。
金
木
川
鉄
道
橋
の
緊
急
対
策
事

業
の
要
望
活
動
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
採

択
さ
れ
れ
ば
遅
く
と
も
平
成
十
七
年
ま

で
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ツ
ト
部
分
が
完
成
し

ま
す
が
国
の
予
算
、
特
に
河
川
関
係
が

厳
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
政
治
力
の
結

集
を
図
り
な
が
ら
陳
情
を
行
っ
て
い
き

た
い
。」
 
「農
業
問
題
に
つ
い
て
は
少
し
 

で
も
補
助
対
象
に
な
る
事
業
を
す
す
め

農
業
所
得
向
上
に
努
め
た
い
。」
「宿
泊

施
設
に
つ
い
て
駅
前
の
方
で
商
店
街
を

利
用
し
た
民
宿
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
声
が
あ
り
、
今
後
話
が
決
ま
り
次
第

相
談
し
た
い
。」
「
不
況
対
策
と
し
て
信

用
保
証
協
会
へ
約
二
千
万
円
の
貸
し
出

し
と
五
十
万
円
の
出
損
金
を
出
し
開
業

小
口
資
金
特
別
保
証
制
度
と
中
小
企
業

近
代
化
資
金
特
別
保
証
制
度
を
設
け
町

内
に
住
む
中
小
企
業
の
融
資
に
あ
た
っ

て
い
る
が
、
金
融
機
関
が
貸
し
付
け
す

る
た
め
対
象
外
と
な
る
人
が
結
構
あ
り

円
満
に
不
況
対
策
に
な
っ
て
い
な
い
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
年

県
内
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

地
域
商
品
券
の
発
行
を
念
頭
に
入
れ
少

し
で
も
町
の
不
況
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。」
 

建
設
課
長
 

「新
金
木
川
全
体
計
画
は
平
成
二
十

四
年
で
終
了
と
な
っ
て
い
る
が
国
の
公

共
事
業
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
今
後
も
要
望
活
動
が
必
要
と

な
る
。
対
応
雨
水
量
は
、
旧
十
川
合
流

地
点
ま
で
の
全
体
計
画
二
千
六
百
六
十

が
完
成
し
た
場
合
、
百
六
十
五
ミ
リ

と
な
っ
て
い
る
。」
 

農
林
課
長
 

「農
産
物
の
売
上
に
つ
い
て
、
大
豆

が
不
順
天
候
の
影
響
で
収
量
が
減
少
し

十
三
年
産
の
半
分
が
残
り
十
四
年
産
は

売
れ
て
い
な
い
。
小
麦
に
つ
い
て
は
変

わ
り
が
な
い
。
 野
菜
も
不
順
天
候
の
影

響
で
売
上
高
が
下
が
っ
て
い
る
。
花
舟

に
つ
い
て
は
全
体
に
伸
び
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
今
後
の
対
応
と
し
て
、
 一

・

二
次
加
工
及
び
地
域
環
境
に
配
慮
し
た

農
産
物
の
生
産
を
進
め
、
周
年
出
荷
を

目
的
と
し
た
冬
の
農
業
へ
の
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
を
助
成
し
て
い
き
た
い
。
加
工
に

つ
い
て
は
中
山
間
活
性
化
事
業
で
転
作

作
物
の
ソ
バ
、
潰
け
物
、
味
噌
な
ど
の

加
工
の
勉
強
を
し
て
お
り
、
今
後
も
関
 

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

き
た
い
。
特
産
物
開
発
参
加
者
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
六
戸
の
農
家
及
び
団
体
が

や
り
た
い
と
い
う
事
か
ら
新
フ
ロ
ン
テ

ィ
ァ
2
1農業
農
村
活
性
化
推
進
事
業
を

活
用
し
て
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「町
へ
の
観
光
客
は
、
津
軽
三
味
線

会
館
で
十
二
年
度
三
万
四
千
七
百
二
十

五
人
、
十
三
年
度
五
方
三
千
八
百
六
十

七
人
、
十
五
年
三
月
二
日
現
在
で
五
万

九
千
七
百
人
と
な
っ
て
、
斜
陽
館
に
つ

い
て
は
十
年
度
十
万
四
百
七
十
五
人
、
 

十
一
年
度
八
万
四
千
百
四
十
六
人
、
十

二
年
度
八
万
八
千
百
三
十
九
人
、
十
三

年
度
十
万
八
千
八
百
三
十
五
人
、
十
五

年
二
月
末
現
在
十
万
七
千
三
百
十
二
人

と
な
っ
て
い
る
。
観
光
物
産
館
の
売
上

は
、
十
一
年
度
七
千
九
百
十
万
円
、
十

二
年
度
約
一
億
三
十
万
円
、
十
三
年
度

一
億
千
五
百
万
円
、
十
五
年
二
月
末
現

在
八
千
三
百
四
十
万
円
で
す
が
決
算
が

五
月
か
ら
六
月
と
い
う
こ
と
で
昨
年
並

み
と
推
理
さ
れ
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
は
近
隣
で
は
板
柳
町
、
中
里
町
、
今

年
か
ら
小
泊
村
で
行
わ
れ
、
 一
万
円
分

の
商
品
券
を
買
っ
た
方
に
千
円
を
上
乗

せ
し
て
一
万
一
千
円
分
の
商
品
券
を
手

渡
す
も
の
で
商
工
会
が
窓
口
と
な
っ
て

お
り
、
賛
同
が
得
ら
れ
れ
ば
十
五
年
度

内
に
行
う
予
定
で
商
工
会
へ
打
診
し
て

み
た
い
。」
 

田
中
昇
議
員
 

「芦
野
公
園
で
の

一
年
間
を
通
し
た

イ
ベ
ン
ト
な
ど
活
用
方
法
の
考
え
を
聞

き
た
い
。」
 
「
駅
舎
周
辺
整
備
を
ど
の
よ

う
に
行
う
か
聞
き
た
い
。
街
路
灯
新
設

予
定
だ
が
木
や
花
の
植
栽
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。」
 
「ホ
テ
ル
建
設
は
そ
の
後
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
か
。
」
 

「農
家
や
地
元
の
人
た
ち
が
直
接
販
売
で

き
る
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
考

え
を
聞
き
た
い
。」
「特
産
物
開
発
が
ど

の
よ
う
に
進
め
ぢ
れ
て
い
る
の
か
聞
き
 

た
い
。」
 
「
金
木
高
校
の
進
学
に
つ
い
て
、
 

ー
ク
ラ
ス
で
も
多
く
し
地
元
進
学
を
増

や
し
て
も
ら
う
考
え
は
な
い
の
か
。」
 

鳴
海
町
長
 

「芦
野
公
園
の
四
季
を
通
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
町
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
関
孫
者
を
集
め
懇

談
会
を
設
け
て
検
討
す
る
。」
「
駅
の
建

て
か
え
は
検
討
委
員
会
で
徐
々
に
進
ん

で
お
り
、
金
木
で
な
け
れ
ば
な
い
よ
う

な
も
の
を
飾
っ
て
き
れ
い
な
町
の
観
光

に
相
応
し
い
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
 

建
て
か
え
後
の
周
辺
整
備
を
合
併
に
関

す
る
新
町
建
設
計
画
の
中
の
一
番
に
入

れ
た
い
と
い
う
構
想
を
も
っ
て
い
る
。」
 

「ホ
テ
ル
建
設
は
経
済
状
況
と
厳
し
い
財

政
か
ら
今
ま
で
断
念
し
た
経
緯
で
あ
る

が
、
補
助
事
業
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
と

聞
い
て
お
り
検
討
し
な
が
ら
宿
泊
施
設

が
あ
っ
た
ら
と
い
う
こ
と
は
今
で
も
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。」
「
農
産
物
の
直
売

所
に
つ
い
て
公
民
館
の
前
や
芦
野
公
園

付
近
で
も
い
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
が
、
狭
い
点
も
あ
る
が
物
産
館
前
に

あ
っ
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。」
 

企
画
観
光
課
長
 

「物
産
館
北
側
の
軒
下
に
お
い
て
農

林
課
関
係
で
農
産
物
直
売
を
無
料
で
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
計
画
は
白
紙

状
態
で
あ
る
が
町
長
の
指
示
を
仰
ぎ
な

が
ら
計
画
し
て
み
た
い
。」
 

農
林
課
長
 

「特
産
物
に
つ
い
て
、
十
三
年
度
か

ら
特
産
品
の
開
発
を
テ
ー
マ
に
農
協
、
 

商
工
会
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
町
、
各
農

家
、
農
協
と
商
工
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

関
係
者
十
数
名
で
協
議
会
を
設
立
し
検

討
し
て
き
た
。
ョ
シ
も
ち
な
ど
や
り
た

い
と
約
七
名
の
方
が
希
望
し
て
お
り
、
 

十
五
年
度
事
業
で
商
品
化
に
向
け
た
試

食
や
販
売
テ

ス
ト
を
進
め
て
い
き

た

い
。」
 

木
下
教
育
長
 

「金
木
高
校
の
ク
ラ
ス
増
に
つ
い
て
 

校
長
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
六
十

四
の
学
級
を
減
に
す
る
こ
と
か
ら
学
級

増
は
非
常
に
難
し
い
状
況
だ
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
地
元
か
ら
い
ろ
ん
な
点

に
お
い
て
多
く
入
学
さ
せ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
困
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
お
願

い
し
た
。」
 

中
谷
秀
八
議
員
 

「農
業
開
放
の
窮
地
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
低
コ
ス
ト
複
合
経
営
の
大
型
モ

デ
ル
団
地
を
計
画
す
る
考
え
は
な
い

か
。」
「転
作
補
助
金
制
度
廃
止
に
よ
る

収
益
に
結
び
つ
け
る
生
産
経
営
体
制
の

対
策
を
聞
き
た
い
。」
 
「
畑
作
物
に
つ
い

て
病
害
虫
を
嫌
う
農
作
物
同
士
が
隣
り

合
わ
せ
被
害
を
受
け
て
い
る
状
況
と
対

応
、
対
策
に
つ
い
て
知
り
た
い
。」
 
「下

水
道
整
備
推
進
の
た
め
に
公
共
農
集
排

に
合
併
処
理
浄
化
槽
も
合
わ
せ
て
整
備

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。」
 
「
林
下
か
ら

藤
枝
間
道
路
と
向
道
か
ら
奏
の
河
原
間

道
路
は
道
幅
が
狭
く
交
通
量
が
多
い
事

か
ら
拡
張
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。」
 

「保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
町
の
考
え

と
、
統
合
し
た
場
合
職
員
に
ゆ
と
り
が

出
る
事
か
ら
特
別
保
育
事
業
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。」
「
学
校
完
全
五
日

制
が
始
ま
り
今
ま
で
の
方
針
を
変
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
点
と
、
五
日
制
の
趣

旨
に
沿
っ
た
企
画
と
対
応
に
つ
い
て
知

り
た
い
。」
 

鳴
海
町
長
 

「米
価
の
低
迷
等
か
ら
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
が
不
可
欠
こ
と
か
ら
、
低
コ
ス

ト
複
合
経
営
大
型
モ
デ
ル
団
地
計
画
を

実
践
す
る
た
め
に
用
地
集
積
や
共
同
化

に
つ
い
て
転
作
組
合
あ
る
い
は
農
協
等

の
協
力
得
て
関
係
機
関
と
協
議
の
上
ぜ

ひ
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
「
転
作
の
安
定
経
営
の
た
め
に
転

作
作
物
の
有
機
栽
培
や
加
工
を
通
し
て

付
加
価
値
を
付
け
少
し
で
も
高
い
値
段

を
得
る
た
め
に
、
農
協
並
び
に
普
及
セ

ン
タ
ー
と
連
絡
を
し
な
が
ら
少
し
で
も
 

(
 

(
 

3月定例会 

3月6日からの一般質問で川口隆、 

田中昇、中谷秀八、秋元洋子議員

が登壇し、金木川の改修、芦野公

園でのイベント、低コスト複合経営、 

バランスシートの作成等について、 

町長らに質問しました。 

内容は次のとおりです。 
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